
第９９回教育課程小委員会議事録 

 

１ 日時・場所 

２０２５年８月２９日（金） ２１：０５－２２：４０ オンライン会議 

 

２ 参加者（以降、敬称略） 

（地学）相川、阿部、市川、飯田和也、岩田、田口、冨樫、根本、林、宮嶋 

（地理）高橋 

 

３ 協議 

（１）次年度パブリックセッションについて 

・教育検討委員会が主体となって準備することを確認した。 

 

（２）理科４科目総合科目の導入について 

・現行の理科基礎３科目システムの維持と理科４科目総合科目の導入について意見を交換し、特に中学校・小学

校の理科教員育成の観点から４科目履修の重要性が強調された。 

・地理が必修科された際、地理専門以外の教員への支援として地理学会等や研究会でオンラインセミナーが主催

されたり、地理の教員採用数が全国的に増加したりするなどの動きがあったことが高橋委員より報告され、地

学においては地理の取り組みを参考にするべきであると意見が出された。 

・理科４科目総合科目の導入については委員の意見をまとめて宮嶋委員が学術会議に回答することを確認した。 

 

（３）小中高の教科書分析について 

・現行の教科書と学習指導要領に関する課題について議論し、根本委員、阿部委員より小中高の連携に課題があ

ることが指摘され、今後小中高の教科書分析を行い、教科間の連携や課題を明らかにすることを確認した。 

・教科書分析について以下の方法で行うこととした 

 ◯教科書会社(東京書籍、大日本図書、学校図書、教育出版、啓林館、信州教育出版社)ごとに少人数のグルー

プに分けて分析を行う 

 ◯教科書分析に関する小委員会を今後３回実施し、第１回を小学校、第２回を中学校、第３回を高校の教科書

について議論することを確認した。各委員は各小委員会までに教科書分析をグループで進めることを確認し

た。 

 ◯小学校の教科書は根本委員より送付、中学校の教科書は手元になければ各自購入（JpGU負担）、高校の教科

書は各校にある見本を利用する。ただし、各委員個別に準備できる場合はそれを活用することとした。 

 ◯グループ構成は今後参加者が決まり次第委員長より案を送付する。 

 

 

（４）地学教育関係者集会の検討 



・飯田委員より 2019年の東大での例に倣って、今年度 2月頃にシンポジウムを開催することを提案された。 

・シンポジウムのテーマについては今後委員長・副委員長で案を出し、今後の小委員会で議論していくことを確

認した。 

 

４ 次回小委員会 

次回の小委員会では小学校の教科書分析の報告及び議論を行う。実施時期は 12 月頃とした。 


